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 河川・気象情報の提供やこれを受けた市区町村による避難
情報の発令など基本的な行動を時系列で整理するタイムラ
インを、流域などの単位で作成。

 河川の増水・氾濫時の更なる円滑な防災対応や訓練等に
活用することで振り返りによる改善を実施。（不断の改善に
より防災対応をブラッシュアップ）

水害対応タイムラインと法定計画との関係

流域タイムラインは，河川事務所等が，その管理する河川の流域を対象に，河川・気象情報をもとに発表する洪
水予報など，自らの基本的な防災行動を時系列で確認するとともに，災害後の振り返りに用いることを目的とす
るものである。
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詳細別紙参照

 Ｒ５年度から多摩川・鶴見川・相模川流域タイムラインの運用を開始します。
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